
授業科目 担当者 実務経験
〇（看護
師）

開講時期 2学年前期 授業の方法 講義/GW 単位数 1 時間数 30

授業概要

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

専門課程シラバス

１．２　小児看護の目指すところ

３．４　小児看護の対象、目標と役割

５.６　小児看護における倫理と課題

７.８　子どもの成長発達

９．１０　新生児期の特徴と看護

１１．１２．１３．１４　乳児期の特徴と看護

１５．１６．１７．１８　幼児期の特徴と看護

１９．２０　学童期の特徴と看護

２１．２２　思春期の特徴と看護

２３．２４　小児をめぐる法律と政策

２５．２６　学校保健

２７．２８　家族の特徴とアセスメント

２９．３０　子どもの虐待と看護

筆記試験（80％）、課題提出・授業態度（20％）

系統看護学講座　専門分野　小児看護学 小児看護学概論 小児臨看護総論　第14版 第4刷
2024

時代の変化に伴い、小児をとりまく環境・小児看護も変化している。小児看護の変遷を知り、現代
の小児看護の役割を 理解する。また、小児看護の対象となる小児と家族を理解し、小児の健全
な成長発達を支援するために、小児の正常な成 長発達の特徴を学ぶ。

　　終講試験

授業計画

小児看護学概論 諏訪　大樹


